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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月5日(2021.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　従来、コイルばね等の自動車部品に使用されるばねにおいては、軽量化の観点から、荷
重が負荷された使用時にばねの一部に応力が集中することがない製品が求められている。
ばねの設計は、有限要素法により、形状に起因する応力の分布が設定した荷重負荷時に最
適になるように進められるが、荷重負荷時の実製品の応力分布を確認することは難しかっ
た。実際、ばねの応力は、荷重負荷時にばねの形状に起因して発生する応力とショットピ
ーニングにより付与されるような荷重が付加されない状態で残留する残留応力との両方を
考慮して評価する必要がある。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本実施の形態のばねの製造方法では、荷重負荷時のばねの応力分布をｃｏｓα法による
Ｘ線回折応力測定装置を用いて直接に測定した。したがって、荷重を負荷したばねの正確
な応力分布の確認が可能になり、ひいては軽量化を図って設計したばねを安定して供給す
ることができる。また、ｃｏｓα法により測定速度が格段に上がり、ばねの全数検査が可
能になる。
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